
軍手、手ぬぐいで慰問 

五 所 川 原 婦 人 会 

五所川原婦人会（高満タ力会長、会員 480人）は12 この日は、高満会長をはじめ12人の役員、会員が消 

① 	青森県五所川原市岩木町12 
	

〔毎月 2回・1日‘ 15日発行〕 

のミ、はり叫ち 
発 行 所 

五所川原市役所 

509号 

昭和56年12月15日 

印刷 脚佐々木印刷工業 

	

市 の 人 口 
	

男 25,731人 
	

世 帯 数 	14, 642 

	

53, 169人 
	

女 27,438人 
	

（昭和56年12月 1日現在）住民基本台帳から 

月1日、五所川原消防署に軍手、手ぬぐい61人分を贈 防本部を訪れ、松山消防長に軍手、手ぬぐいを手渡し 

って慰問、師走の忙しい消防活動に入った署員の労を たあと、係員から消火器の扱い方などを聴き、家庭火 

ねぎらいました。 	 災の根絶を誓い合っていました。 

当会の消防署慰問は、30数年も続いております。 	 （写真一12月1日、市消防本部で） 

, 

~、 
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囲■園皿国園園 

ロとき 昭和57年 1月1日（金）午前11 

時から 

ロところ 市民文化会館 

ロ会 費 1,200円（申し込みと同時

に納入して下さい） 

ロ申込み締切り 12月18日（金）まで。 

ロ申込み先 市総務課・五所川原商工会

議所 

除排雪本部 
q日警察署） 

容⑩ 291 1番 

容⑩ 31 68番 

市
政
に
対
す
る
市
民
の
意
見
 

‘
要
望
を
吸
収
し
よ
う
と
い
う

五
十
六
年
度
の
市
政
懇
談
会
が

十

一
月
十
八
日
の
松
島
地
区
を

皮
切
り
に
六
日
間
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が

抱
え
る
身
近
な
問
題
に
意
見
や

要
望
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

初
日
の
松
島
地
区
で
は
、
午
 
 

後

一
時
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
松
島
に
部
落
会
長
、
行

政
連
絡
員
、
地
元
市
議
会
議
員

ら
三
十
五
人
の
ほ
か
、
市
側
か

ら
は
寺
田
市
長
を
は
じ
め
各
課

長
、
消
防
本
部
や
市
教
育
委
員

会
の
責
任
者
が
出
席
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

懇
談
に
先
立
ち
寺
田
市
長
が
 

「
市
は
、
 
“人
間
性
豊
か
な
住

み
よ
い
活
力
あ
る
ま
ち
五
所
川

原
《
を
目
指
し
、
市
総
合
開
発

計
画
を
作
り
行
政
を
進
め
て
い
 

る
が
、
市
発
展
の
た
め
に
さ
ら
 

に
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
 

せ
て
い
き
た
い
」
 
と
あ
いさ
つ
 

し
ま
し
た
。
 

懇
談
で
は
地
元
側
か
ら
、
防

犯
灯
の
設
置
や
除
排
雪
対
策
、
 

松
野
木
川
の
改
修
、
市
道
の
舗

装
、
制
度
資
金
ワ
ク
の
拡
大
な

ど
、
道
路
、
交
通
、
環
境
整
備

等
、
日
常
生
活
と
か
か
わ
り
の

深
い
身
近
な
問
題

の
意
見

・
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
寺
田
市
長
を

は
じ
め
市
側
は
、
質
間
項
目
ご

と
に
細
か
に
回
答
、
早
急
に
解

決
を
要
す
る
問
題
は
五
十
七
年

度
予
算
に
盛
り
込
み
、
長
期
に

わ
た
る
問
題
は
、
順
次
年
次
計

画
を
た
て
進
め
て
い
き
た
い
と

語
っ
て
お
り
ま
す
。
 

市
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
、
 

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

を
調
製
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
か

ら
農
業
委
員
会
を
経
由
し
、
選

挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
を
提
出

し
て
い
 

「」
ン」
に
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
の

用
紙
は
、
行
政
連
絡
員
（
旧
市

内
は
農
事
実
行
組
合
長
）
を
通

じ
て
各
農
家
に
配
布
し
、
昭
和

五
十
七
年
一
月
八
日
ま
で
に
回

収
し
ま
す
の
で
、
昭
和
五
十
七

年
一
月
一
日
現
在
の
必
要
な
事

項
を
記
入
の
う
え
押
印
し
て
提
 
 

出
し
て
ド
さ
い
 

ロ
選
挙
資
格
の
あ
る
方
 

(
m）市内
に
住
所
が
あ
り
、
ト
 

J
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
 

る
世
帯
で
、
年
間
六
十
日
以
L
 

耕
作
に
従
事
し
て
い
る
方
。
 

②
昭
和
三
十

L
年
四
月
一
日

以
前
に
生
ま
れ
た
満
二
十
歳
以

上
の
方
で
、
農
家
世
帯
と
同
居

し
て
い
る
親
族
（
六
親
等
内
の

血
族
、
配
偶
者
、
三
親
等
内
の

姻
族
）
。
 

③
十

T‘
以
上
耕
作
し
て
い
る

農
業
生
産
法
人
の
組
合
長
、
ま
 
 

た
は
社
員

（
年
間
六
十
日
以
上

耕
作
に
従
事
し
て
い
る
方
）
。
 

ロ
記
入
の
方
法
 

①
申
告
者
の
住
所
、
氏
名
（
 

押
印
し
て
下
さ
い
）
 

②
耕
作
面
積
（
所
有
権
、
賃

借
権
等
の
権
限
に
基
づ
く
農
地
）
 

③
選
挙
権
の
あ
る
世
帯
員
の
 

氏
名
、
 

続
柄
（
 

世
帯
主
 

か
ら
み
た
続
柄
を
記
人
し
て
下

さ
い
）
 

④
生
年
月
日
 

ロ
お
間
合
わ
せ
先
 
申
請
用

紙
が
配
布
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
 

記
載
上
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
市
農
業
委
員
会
（

廿
⑩
一
一

一
 
一
番
・
内
線
二
二
九

・
一
一

二
〇
番
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

育
資
擦
竜
噂
曜
請
 を
カ
 

市
民
の
声
を
市
政
に

反
映
 

j人
jA
ノ、
、
 
L
一
「
（
]
U年
【
，
 

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
を
調
製
 

(
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あ
い
さ
つ
す
る
寺
田
市
長
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ニ
」
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三
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三
三
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税
完
 

》喰
料
主
」
フ
も
A小
 

ど
お
り
収
集
に
当
た
り
ま
す
。
 

最
近
、
各
町
内
の
ゴ
ミ
集
積
 

燃
え

る
ゴ
ミ
と
し

尿
 

場
所
を
巡
回
し
て
み
ま
す
と
、
 

ゴ
ミ
の
出
す
日
、
時
間
（
朝
八
 , 

市
本
庁
・
各
支
所
、
市
民
文

化
会
館
、
市
中
央
公
民
館
、
三

道
会
館
、
福
祉
会
館
『
福
祉
セ

ン
タ
ー
は
、
十
二
月
二
十
九
日
 

（
火
）
か
ら
一
月
三
日
（
日
）
 

ま
で
休
み
ま
す
。
 

た
だ
し
、
本
庁
市
民
課
、
会

計
課
、
収
納
課
は
、
十
二
月
一
一

十
九
日
（
火
）と
三
十
日
（
水
）
、
 

そ
れ
に
三
十

一
日
（
木
）
の
午

前
中
平
常
ど
お
り
窓
口
業
務
を

行
い
ま
す
。
 

ま
た
、
市
民
体
育
館
、
勤
労

青
少
年
ホ

ー
ム
も
＋
二
月
二
十

九
日
（
火
）
か
ら

一
月
三
日
（
日
 

）
ま
で
休
み
ま
す
。
 

市
立
図
書
館
は
、
十
二
月
一
一

十
八
日
（
月
）
か
ら

一
月
四
日
 

（月
）
ま
で
休
館
し
ま
す
。
 

西
北
中
央
病
院
は
、
十
二
月

二
十
九
日
（
火
）
か
ら

一
月
三

日
（
日
）
ま
で
窓
口
業
務
を
休
 

み
ま
す
が
、
十
二
月
三
十
日
（
 

水
）
の
午
前
中
平
常
ど
お
り
窓
 

口

・
診
療
業
務
を
行

い
ま
す
。
 

水
道
の
故
障

修
理
は
 

十
二
月
二
十
九
日
（
火
）
か

ら

一
月
三
日
（
日
）
ま
で
、
元
 
 

町
浄
水
場

（
廿
⑩
二
六
三
九
番
 

）
で
受
け
付
け
し
ま
す
。
 

ゴ
 
ミ
収

集
 
は
 

ゴ
ミ
の
収
集
は
、
十
二
月
」
一

十
日
（
水
）
ま
で
行

い
ま
す
。
 

な
い
ゴ
ミ
の
引
き
受
け
も
同
様
 

で
す
。
 

「
月
四
日
（
月
）
か
ら
平
常
 

本
年
度
の
軽
自
動
車
税
、
固

定
資
産
税
、
市
県
民
税
、
国
民

健
康
保
険
税
等
の
滞
納
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
 

十
ニ
月
ニ
＋
ハ
日
は
市
県
民

税
四
期
、
国
民
健
康
保
険
税
四

期
の
納
期
限
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
本
年
度
は
以
上
で
市
税
の
 

市
で
は
、
今
年
も
冷
害
に
よ

る
被
害
農
家
に

対
し
、
「
特
別
災

害
に
よ
る
被
害
者
に
対
す
る
市

税
減
免
の
特
別
措
置
に
関
す
る
 

高
瀬
衛
生
セ
ン
タ

ー
の
燃
え

る
ゴ
ミ
の
引
き
受
け
は
、
十
一
一

月
二
＋
九
日
（
火
）
ま
で
で
す
。
 

ま
た
、
し
尿
の
引
き
受
け
も

同
様
で
す
。
 

一
月
四
日
（
月
）
か
ら
平
常
 
 

納
期
が
全
部
終
わ
り
ま
す
が
、
 

納
税
も
れ
等
が
あ
り
ま
せ
ん
か

今
一
度
お
調
べ
下
さ
い
。
滞
納

さ
れ
ま
す
と
督
促
手
数
料
、
延

滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
十

分
ご
注
意
下
さ
い
。
 

ま
た
、
市
で
は
十
ニ
月
二
十

八
日
ま
で
市
税
完
納
強
調
期
間
 

条
例
」
を
適
用
し
、
市
税
の
減

免
を
実
施
し
ま
す
。
 

減
免
対
象
者
に
は
追
っ
て
通

知
し
ま
す
。
 

時
三
十
分
）
が
守
ら
れ

て
い
な

い
個
所
が
あ
り
ま
す
。
 

特
に
、
年
末
年
始
に
な
る
と

ゴ
ミ
が
多
量
に
出
る
た
め
、
前

日
や
収
集
後
に
出
し
て
い

る
方

が
か
な
り
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

今
一
度
、
決
ま
り
を
守
り
、
 

み
ん
な
の
願
い
で
あ
る
“
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
《
に
協
カ
し

合

い
ま
し
ょ
う
。
 

標
 
語
 

松
野
木
小
六
年
 
仙
庭
る

い
子

ご
み
ー
つ
 

捨
て
な
い
心
が
 

み
ん
な
の
願
い
 

を
設
け
て
滞
納
防
止
、
滞
納
整

理
に
努
め
て
お
り
、
市
税
の
年

内
完
納
に
納
税
者
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
 

な
お
、
法
人
市
民
税
に

つ
き

ま
し
て
も
年
内
完
納
に
ご
協
力

下
さ

い
。
 

ロ
対
象
者
 
合
計
所
得
金
額

が
四
百
万
円
以
下
の
方
で
、
農

外
所
得
が
百
六
十
万
円
以
下
及

び
共
済
被
害
率
が
三
〇
％
以
上

の
方
。
 

披
露
宴
は
会
費
 

制
で
 

市
中
央
公
民館
 

市
中
央
公
民
館
は
、
結
婚
式

及
び
結
婚
披
露
宴
会
場
と
し
て

設
備
が
整
い
ま
し
た
。
 

新
生
活
運
動
と
し
て
、
七
千

円
ま
で
の
会
費
制
を
推
奨
し
て

い
ま
す
。
二
年
続
き
の
冷
害
に

よ
る
地
域
の
不
況
は
深
刻
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
 

市
民
の
皆
さ
ん
、
結
婚
披
露

宴
は
、
生
活
の
合
理
化
の
た
め

ぜ
ひ
七
千
円
ま
で
の
会
費
制
を

厳
守
し
て
、
市
中
央
公
民
館
を

利
用
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
 

（
市
中
央
公
民
館
）
 

年
末
年

始
、
市
の
衣
心
口
業
務
案
内
 

ま
た
、
野
里
埋
立
地
の
燃
え
 
ど

お
り
引
き
受
け
ま
す
。
 

ゴ
 
ミ
 
は
 

決
め
ら
れ

た
日
時
に
 

冷
害
で
市
税
の
減
免
を

実
施
 



政
府
は
八
月
二
十
五
日
、
「
行
財
政
改
革
に
関
す
る
当
面
の
基
 

等
の
公
表
要
領
に
基
づ
き
、
五
十
六
年
度
市
職
員
給
与
費
の
 

本
方
針
」
を
閣
議
決
定
、
そ
の
な
か
で
、
地
方
公
務
員
給
与
 

状
況
、
職
員
の
初
任
給
の
状
況
等
を
公
表
し
ま
す
。
 

の
適
正
化
を
図
る
ひ
と
つ
と
し
て
職
員
給
与
の
実
態
を
公
表
 

職
員
の
平
均
給
料
月
額
等
が
国
と
比
較
し
て
ど
う
な
の
か
、
 

す
る
指
導
、
通
達
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
市
で
は
、
自
治
省
・
事
務
次
官
通

達
の
職
員
給
与
 
い
っ

そ
う
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

歳
出
額
に
占
め
る
人
件
費
率
な
ど
、
掲
載
表
を
通
読
さ
れ
、
 

ロ
青
森
放
送

（R
A
B
)
 

月
四
日
（
月
）
午
前
十
一
時
か
ら
十
一
時
十
五
分
ま
で
 

み
ん
な
で
ご

視
聴
下
さ
い
 

&
 

ロ
青
森
テ
レ
ビ

（A
T
v
)
 

月
三
日
（
日
）
午
前
七
時
 

か
ら
七
時
十
五
分
ま
で
 

市
長
、
新
年
テ
レ
ビ
対
談
 

一
一
（
寺
陸・
海

・
売ユ
士
 

ロ
試
験
期
日
 
受
付
時
に
指

定
し
ま
す
。
（
五
十
七
年
三
月
高

卒
予
定
者
は
十
月
一
日
以
降
）
 

陰
翻
国
園
鵬
園
翻
 

ク
リ

ス
マ
ス
・

こ
ど
も

の
つ
ど
い
 
市
立
図
書
館
 

ロ
募
集
人
員
 
陸

・
海
・
空
 
ひ

ら
か
れ
て
い
ま
す
。
 

約
二
万

一
千
人
 

ロ
お
問
合
わ
せ
先
 

・

ロ
資
格
 
十
八
歳
以
上
二
十
 

自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部
五

五
歳
未
満
者
 
所

川
原
募
集
事
務
所

（
胃
⑩
一
一
 

ロ
受
付
期
間
 
常
時
 

三
〇
五
番

）
 

ロ
合
格
発
表
 
試
験
後
お
お
 

お
気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。
 

む
ね
ー
カ
月
 

ロ
と
き
 
十
二
月
二
十
三
日

ロ
入

（
校
）
隊
 
採
用
予
定
 
（

水
）
午
後
一
時
か

ら
二
時
五

通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

十
分
ま
で
 

ロ
待
遇
・
そ
の
他
 
陸
上
は
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
立
図
書
館

二
年
（
技
術
三
年
）
、海
上

・
航
 

口
内
容
 
ス
ト
リ
ー
テ
リ
ン

空
は
三
年
を

一
任
期
と
し
て
任
 
グ

（
お
話
の
よ
み
き
か
せ
）
 

用
さ
れ
、
曹

・
幹
部

へ
の
道
が
 

映
画
教
室
 

昭和56年（1981年）12月15日 
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(1）人件費の状況（普通会計決算） 

区 分 住民基本台帳人口（年度末） 歳
 
出
 
額

A
  

人
 
件
 
費

B
  

人件費率 
(B / A) 

54年度 
55・ 3 ・31 

52, 632 	人 0
 
0
 
0
 
8
 

千
,
0
 

円
7
5
 

 

千
4
  

d
一
 

7
 

に
v
 

円
3
0
 

 

%
  J4

 
7
  

（注） I．人件費には、特別職に支給される給料、報酬を含みます。 

(2）職員給与費の状況（普通会計予算） 

区 分 職員数 
給 	 与 	 費 1人当たり 

給 与 費 
(B / A) 給 	料 職員手当 期末・勤勉手当 計 B 

56年度 402人 

・

ハ
，
 
 

8
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千
.
2
 

円
7
6
 

 
6
 
8
 

千
β
 

円
6
7
 

 

千円 
342,454 っ
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n
ノ」
 
に

J
 

千
'
5
 

円
9
7
 

 

千円 
3,297 

（注） 1．職員手当には退職手当を含みません。 
2 ．給与費は 9 月補正後の予算に計 Lされた額です。 

(3）職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（56年 4 月 1 日現在） 

区 	分 
般 行 政 職 

平均給料月額 平 均 年 齢 

五所川原市 円 
173,864 

歳
  4

'
 

a
  

国 
円 

196,235 
歳
  4

 

ハU
  

0
  

(4）職員の初任給の状況（56年4 月~日現在） 

区 	 分 

五 所 川 原 市 国 

決定初任給 
採用 2 年経過日 
給 	料 	額 

初任給 
採用 2 年経過日 
給 	料 	額 

一般行政職 

大学卒 円 
93,600 

円
  1

 
0
 
1
 

<
b
 
n
v
 
0
 

 ,
 
 

円 
97,000 

円
  1

 
0
 
<

b
 
9
 
0
 
0
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高校卒 
円 

82,000 
円一
 
円
 

 8
 
2
 
0
 
0
 
0
 

 

且
I
 
l
  8

 
7
 

り
〕
 

0
 
0
 

 
,
 
 



(8）特別職の報酬等の状況 

(56年 4 月~日現在） 

区 	分 給料 月 額等 

給
 
料
 

市 長 585,000円 

助 役 485,000円 

収入役 435,000円 

報
 

酬
 

議 長 270, 000F'l 

副議長 240,000円 

議 員 220,000円 

期
 

末
 

手
 

当
  

(55年度支給割合） 

市 長 

6 月期 	1.4月分 

助 役 12月期 	1.9月分 

3 月期 	0.5月分 

収入役 

計 	3.8月分 

(55年度支給割合） 

議 長 

6 月期 	1.4月分 

副議長 12月期 	1.9月分 

3 月期 	0.5月分 

議 員 

計 	3.8月分 

⑤ (509号） 	 広報ごしょがわら 
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★見 舞 金 

達越具舞鱗嬢勲黙k息墜すカ二 

～少ない掛金で大きな安心を～ 

★どんな制度 

出かせぎされる方が安心して就労できるよう就労先で事故 

にあったとき、または留守宅が火災にあったときに見舞金 

を給付する制度です。 

★加入できるひと 

1 カ月以上1年未満居住地を離れて就労し、就労後は居住 

地に帰る人ならどなたでも加入できます。 

★加入の手続き 

本人のほか家族、グループリーダー、出稼者団体役員など 

どなたでも手続きができます。受け付けは市・市民相談室 

で行っております。 

★掛 金 

掛金は、年間 1人600円です。 

種 	類 給 付 額 事故‘災害の程度 

死亡見舞金 500,000円 
出稼中のけがや」II」気で死亡した
とき 

傷病見舞金 

80,000円 
出稼中のけがや病気で休業療養
期間が 6 カ月以上のとき 

60,000円 
出稼中のけがや病気で休業療養
期問が3 カ月」,土上6 カ月未満の時 

50,000円 
出稼中のけがや病気で休業療養
期間が1カ月以上3 カ月未満の時 

廃疾見舞金 200,000円 
出稼中の負傷又は、疾病による
廃疾で労働不能となったとき 

火災見舞金 

80,000円 留守宅が半焼以上のとき 

30,000円 
出稼先の宿舎が火災で加入者に
著しい損害があったとき 

◆詳しくは、市・出稼対策係（廿⑩21 11番）にお問い合わせ 

下さい。 

財団法人青森県出稼協会・青森県・市町村 

(5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（56年4 月 I 日現在） 

区 	 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年 

一般行政職 

大学卒 161,500円 円 円
  

高校卒 126,371円 146,740円 177,180円 

（注購器鞍乳登讐ちに採用され弓は続き勤務している場合は 

(6）ー般行政職の等級別職員数の状況（56年 4 月 I 日現在） 

区 	分 1等級 2 等級 3 等級 4 等級 5 等級 6 等級 計
  

標準的な 
職務内容 課 長 課 長 課長補佐 係 長 主 事 主事補 

// 

職 員数 10人 51人 68人 87人 96人 21人 333人 

構成比 3.0% 15.3% 20.4% 26.1% 28.9% 6.3% 100% 

（注）1.五所川原市の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数です。 
2．標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名です。 

(7）職員手当の状況 

区分 五 	所 	川 	原 	市 国 

末
 
勉
 
当
 

期
 
勤
 
手
  

(55年度支給割合） (55年度支給割合） 

期末 	勤勉 期末 	勤勉 

6 月期 	1.4月分 	0.5月分 6 月期 	1.4月分 	0.5月分 

12月期 	1.9月分 	0.6月分 12月期 	1.9月分 	0.6月分 

3 月期 	0.5月分 	0 月分 3 月期 	0.5月分 	0 月分 

計 	3.8月分 	1.1月分 計 	3.8月分 	1.1月分 

（支給率） 	自己都合 	勧 奨 （支給率） 	自己都合 	勧奨 

最高限度額 58.325月分 78.9 	月分 最高限度額 	60月分 69.3月分 

退職 勤続20年 	28.093月分 39.375月分 勤続20年 	21.0月分 31.5月分 

勤続30年 	51.45月分 67.687月分 勤続30年 	41.25月分 59.4月分 
手当 

勤続35年 	5g.325月分 	78.0月分 勤続35年 	48. 125月分 69.3月分 

1人当たり 
車翁妾絡嶺 	814千円 16・108千円 

（注）退職手当の 1人当たり平均支給額は、年前度に退職した全職種に係る職
員に支給された平均額ですn 

, 



製
造
業

を
営
む

皆
さ

ん
 

「工業統計調査」にご協力を 

廃
棄
物
と
は
 

廃
棄
物
は
、
「廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で

定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
、
粗

大
ご
み
、
燃
え
が
ら
、
汚
で

い

ふ
ん
尿
、
廃
油
、
廃
酸
、
廃
ァ

ル
カ
リ
、
動
物
の
死
体
、
そ
の

他
の
汚
物
、
ま
た
は
不
要
物
で

あ
っ
て
、
固
形
状
及
び
液
状
の

も
の
、
 
（放
射
性
物
質
及
び
こ
 
 

れ
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
を

除
く
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
廃
棄
物
は
一
般
廃
棄
物

と
産
業
廃
棄
物
に
別
れ
て
い
ま

す
。
 

私
た
ち
が
、
日
常
生
活
で

一

般
的
に
ー
プ月
っ
て
い
る
ご
み
は
一

般
廃
棄
物
で
す
。
事
業
活
動
に

伴
っ
て
生
じ
た
廃
棄
物
の
う
ち

燃
え
が
ら
、
汚
で
い
、
廃
油
、
 
 

廃
プ
ラ
ス
チ
ノ
ク
類
な
ど
、
十

九
種
類
の
も
の
を
産
業
廃
棄
物

と
い
い
ま
す
。
 

廃
棄
物
の
処
理
責
任
 

廃
棄
物
の
処
理
責
任
は
、
 一

般
廃
棄
物
（
事
業
活
動
に
伴
っ

て
生
じ
た
も
の
を
除
く
）
に

つ

い
て
は
市
町
村
、
事
業
活
動
に

伴
っ
て
生
じ
た
産
業
廃
棄
物
及

び

一
般
廃
棄
物
に

つ
い
て
は
事

業
者
に
あ
り
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
処
理
に

つ
い

て
市
町
村
や
事
業
者
は
、
自
ら

処
理
あ
る
い
は
処
理
業
者
に
処

理
を
委
託
す
る
な
ど
し
て
廃
棄

物
を
処
理
し
て
い
ま
す
。
ま
た

土
地
、
建
物
の
占
有
者
等
は
、
 
 

自
己
の
占
有
し
、
ま
た
は
管
理

す
る
土
地
を
清
潔
に
保
つ
よ
う

に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

一
般
廃
棄
物
処
理
の
経
費

五
所
川
原
市
が
、
昭
和
五
十

五
年
度
に
処
理
し
た
一
般
廃
棄

物
の
経
費
は
、
約
一
億
三
千
万

円
の
膨
大
な
額
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
市
民
一
人
当
た
り

四
千
四
百
円
の
負
担
と
な
り
、
 

ひ
と
口
に
、
「
物
を
捨
て
る
」
と

い
っ
て
も
、
そ
の
た
め
の
費
用

は
け
っ
し
て
安
く
な
い
わ
け
で

す
。
 ◇

 
◇
 

◇
 

◇
 
◇
 

◇
 

製
造
業
を
営
む
み
な
さ
ん

今
年
も
恒
例
の
「
工
業
統
計

調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

十
二
月
三
十

一
日
現
在
で

の
調
査
の
た
め
、
年
末
年
始
 

の
お
忙
し
い
中
を

調
査

員
が
お
伺
い
し
ま
す
が

ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
に
よ
っ
て

わ
が
国
の
製
造
業
の
実

態
や
製
造
活
動
の
現
状

が
明
ら
か
に
な
る
ほ
か

調
査
の
デ
ー
タ
は
各
種

製
品
の
生
産
・
販
売
プ

ラ
ン
を
お
立
て
に
な
る

場
合
の
参
考
に
な
る
の

を
は
じ
め
、
た
と
え
ば

都
市
開
発
や
下
水
道
計

画
の
資
料
と
な
る
な
ど

わ
た
し
た
ち
国
民
生
活

の
向
上
に
広
く
活
用
さ

れ
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
に
ご
記
入

い
た
だ
い
た
調
査
等
は

統
計
以
外
の
目
的
に
使

わ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
 

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し

て
あ
り
の
ま
ま
を
お
書
き
下

さ
い
。
 

調
査
は
、
次
の
三
種
類
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。
 

〔
甲
調
査〕
 
従
業
員
三
十

人
以
上
の
事
業
所
を
調
べ

る
も
の
で
す
。
 

〔
乙調
査
〕
 
従
業
員
二
十

九
人
以
下
の
事
業
所
を
調

べ
る
も
の
で
す
。
 

〔
丙
調
査〕
 
製
造
業

に

属
す
る
本
社

・
本
店
を

調
べ
る
も
の
で
す
。
 

た
だ
し
、
昭
和
五
十
六

年
調
査
に
お

い
て
は
、
製

造
業
に
属
す
る
事
業
所
の

う
ち
従
業
員
三
人
以
下
の

事
業
所
の
一
部
を
乙
調
査

の
対
象
か
ら
除
き
ま
す
。
 

な
お
、
主
な
調
査
項
目

は
、
事
業
所
名
、
従
業
員

数
、
原
材
料
お
よ
び
燃
料

使
用
額
、
製
造
品
出
荷
額

有
形
固
定
資
産
投
資
総
額

な
ど
で
す
。
 

こ
の
調
査
に

つ
い
て
ご

不
明
の
点
は
、
市
総
務
課

企
画
室
（
廿
⑩
二

一
一
一

番

・
内
線
三
一
八
ー
三
一

九
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。
 

撫
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農業者年金に加入できない農業者が、離農（経営移譲）し

た場合離農給付金を支給しています。 

離農給付金を受けられる方は、高齢のためとか農業を営む

かたわら勤めている（兼業農家）などのために、農業者年金

に加入することができない農業経営主であって「一定の要件」 

に従って離農することが必要です。離農給付金の額は、一定

額で62万円となっています。「一定の要件」は次のとおりです

ロ離 農 者 

離農する日において農業者年金の被保険者でない方で、次

の要件のすべてを満たしていることが必要です。 

1．離農する日の 1年前の日に、自作地が30アール以上ある

農業経営主であること。 

2. 20歳以上であること。 

3‘引き続き 5 年以上農業を行っているか、または農業に従

事していること。 

4 ．以前に離農給付金の支給を受けていないこと。 

5 ．世帯員のうちに離農給付金の支給を受けた方がいないこ 

   

と 

   

    

o 

 

        

6 ，開拓者離農給付金を受けていないこと。 

ロ離農の相手方 

離農給付金を受けるためには、次のものに農地等を処分し 

て離農することが必要です。 

1一農業者年金の加入者。ただし「離農者」の直系卑属（子 

や孫）は、加入者であっても除かれますのでご注意下さい 

2 ．農業生産法人。 

3 ．農地保有合理化法人。 

ロ離農の方法 

農地等の処分は、農地法等の手続きによって次の方法で処 

分しなければなりません。 

1．自作地は、所有権の移転、または10年間以上の使用収益 

権の設定をすること。 

2 ，小作地は、使用収益権の移転、または地主への返還をす 

ること。 

3.自留地として10アールまでは残すことができます。 

 

  

      

くわしいことは農業委員会へ 



飯
詰
出

身

の
山
口
さ

ん
 

戦
前
、
旧
満
州
国
に
両
親

と

と
も
に
開
拓
団
に
入
植
、
戦
後

の
食
糧
難
か
ら
現
地
で
父
母
を

失
っ
た
飯
詰
出
身
の
人
が
、

家

族
を
と
も
な
っ
て
永
住
帰
国
し
、
 

二
度
目
の
ふ
る
さ
と
の
土
を
踏

み
ま
し
た
。
 

こ
の
人
は
、
中
国

・
黒
龍
江

省
鴻
西
市
に
住
ん
で
い
た
山
口

章
雄
さ
ん
（
四四
）
。家
族
は
、
妻

季
翠
珍
さ
ん
（
三六
）と
十
五
歳
か

ら
九
歳
ま
で
の
二
男
、
二
女
で
 

す
。
 

山
口
さ
ん
は
．一一歳
の
と
き
、
 

両
親
に
連
れ
ら
れ

て
旧
満
州
国
 

・

揮
春
県
の
飯
詰
開
拓
団
に
入

植
。
し
か
し
、
戦
後
の
混
乱
と

食
糧
難
か
ら
昭
和
二
十
一
年
、
 

父
正
治
さ
ん
と
母
美
津
和
さ
ん

を
相
次
い
で
失
い
、
 一
時
炭
坑

夫
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
 

山
口
さ
ん
は
、
五
十
年
十
一

月
に

一
時
帰
国
、
姉
の
折
江
さ

ん
と
三
十
年
ぶ
り
の
再
会
を
果
 

髪
 

噛
 

「天
 

卿
 

四
十
年
ぶ
 

、
故
郷
で

新
生
活
 

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
利
用

者
の
会

・
菊
栄
会

（
北
川
義
悦

会
長
、
会
員
三
百
人

）
は
十
一
一

月
一
日
、
歳
末
助
け
合
い
運
動
 

に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、
二
万

一
千
二
百
七
十
四
円
を
市
社
会

福
祉
協
議
会

へ
託
し
ま
し
た
。
 

＋
月
二
十
三
日
か
ら
三
日
間
、
 

同
ホ
ー
ム
で
開
い
た
青
森
県
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
合
同
作
品
展

で
の
食
堂
の
売
り
上
げ
金
を
贈

っ
た
も
の
で
す
。
 

歳
末
助
け
合
い
に
役
立
て
て
 

菊
栄

会
が

二
万
余

円
寄
付
 

十

二
月
一
日
発
行

の
「

広
報

ご
し
ょ

が
わ

ら
」
八

面
、

除
排

雪
本

部
設
置
の
記

事
中
、

電
話
 

（
か
⑩
二
九

一
一
番
）
と
あ

る

の
は

（
廿
⑨
二
九

一
一
番
）
の

誤
り
で

し
た
の
で
、

お
わ
び

し

て
訂
正
し

ま
す
。
 

 

対
流
式
石
油

ス
ト
ー
ブ
五
台
を

寄
贈
し
、
松
島
会
館
に
備
え
ま

し
た
。
 

こ
の
ほ
ど
松
島
町
八
丁
目

・

石
岡
十
字
路
角
に
設
置
し
た
五

所
川
原
支
店
松
島
出
張
所
の
開

店
を
記
念
し
て
贈
っ
た
も
の
で

す
。
 訂

正
と
お
わ
び
 

 

青
銀
が
石
油

ス
ト
 

ー
ブ
五
台
を
寄
贈
 

青
森
銀
行

（
渡
辺
泰
助
頭
取
 

）
は
こ
の
ほ
ど
、
松
島
町
連
合

協
議
会
（
千
葉
与
市
会
長
）
に
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書 	名 著 者 名 書 	名 著 者 名 

p
 
学
 

」
 
山
 

山
 
列

一
 
ズ
 
祢
 
谷
 

と
 
目
 
と
 

の
 

ー
 
の
 

異

め
 

畔
 
嫉
 

鰍
 
鰍
 
承
 
殺
 
下
 

嫌
 

雌
 
雄
 
記
 

”
 
“
 

m
 
は
 

叫
 
り
 

け
 
」
字
 
「
 
）
  

す
 
仁
 

史
 
泰
 
羽
 
の
 
．
 

会
 
会
 
図
 

引
 

テ
 
事
 
し
 

い
 

な
 
デ
 

・
 
か
 

キ

細
 

史
 

0
 
知
 

和
 
本
 

京
 
本
 

九
 

？
 
育
 

立
 
和
 
き
 

一
 

難
 

什
 

す
 
民
 

．
 

堰
 

垣
 

へ
 

n
 
雌
 

撒
 

幣
 
日
 

迦
 

り
 
大
 

」
 
鰍
 

？
 
ビ
 
科
 

助
 
り
  

1
 
歴
 

、
ン
 
世
 
日
 

日
 
射
 
北
 

フ
 
中
 

日
 
山
 

戦
 

み
 
教
 
旅
 
日
 

生
 

ホ
 
紙
 
』
朱
 

ハ
 

一
 
と
 

一
 
・LJ
 
LJ
 

列
一
 
”
 
運
 

ー
 
ラ
 

‘
 
一フ
 
主
 
る
 

「芋
 
レ
  

ー
 
・
く
 
工
 
岳
 
岳
 

人
 

I
I
 ム
 

Q
)
j
 

 

混
 

ド
 
学
 
防
 
‘

」
 

ー
 
野
 
ワ
 

竹 内 	均 嫁さがし課長ヲ命ズ 能 勢 馨 司 

和歌森 太 郎 倫 	敦 	巴 	里 和 田 	誠 

森 	豊 能 	楽 	全 	書 野 上 豊‘自β 

越 後 宏 治 手さ ぐ りの旅路 竜 	鉄 也 

越 後 宏 治 万葉集と万葉びと 市 村 	宏 

ドナルド 
・リチ― 迷 	蝶 	の 	島 泡 坂 妻 夫 

柴 田 	穂 深 	山 	の 	梅 伊 藤 桂 一 

中 嶋 嶺 雄 さ 	か 	し 	ま 	に 五 木 寛 之 

河 野 健 二 蒼 い 小 さ な 話 大 庭 みな子 

元 木 	伸 

郡 司 勇 夫

宮 下 忠 子 

深 海 魚 の 眠 り 

炎 	の 	色 

誓いて我に告げよ 

小 林 久 二

近 藤 啓太郎 

佐 木 隆 	二 

近 藤 紘 ― 欲 	望 	の 	塀 佐 木 隆 二 

野 上 芳 彦 唐 	草 	物 	話 渋 沢 龍 彦 

細 谷 俊 夫 月 あか り の中庭 立 原 えりか 

吉 森 こずえ 

防 	衛 	ii 

犬 	を 飼 	う 	侍 

エ リ 	トの反乱 

多岐川 	恭 

高 杉 	良 

千 秋 	実 ノく Iレ 	リ 	／ 	の 枢 高 柳 芳 夫 

織 間 	勇 生 命 の 山 河 富 島 健 夫 

町 田 誠 之 虚 	人 	た 	ち 筒 井 康 隆 

梅 悼 忠 夫 時 	の 	扉 辻 	邦 生 

野原 チャソク しおれし花飾りのごとく な だ いなだ 

た
し
て
い
ま
す
。
 

山
口
さ
ん
一
家
は
十
一
月
一
一

十
六
日
午
後
の
便
で
成
田
空
港

に
到
着
。
翌
二
十
七
日
午
前

十

時
、
あ
い
さ
つ
の
た
め
市
を
訪

れ
、
寺
田
市
長
ら
に
温
か
く
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。
 

山
口
さ
ん
一
家
は
、
市
の
は

か
ら
い
で
平
和
町
の
市
営
住
宅

に
落
ち
着
き
、
更
生
保
護
婦
人

会

（佐
々
木
初
海
会
長
）
が

日

用
品
の
援
護
を
す
る
な
ど
、
温

か
い
手
を
さ
し
の
ぺ
て
お
り
、
 

家
族
は
そ
の
歓
迎
ぶ
り
に
喜
ん

で
お
り
ま
す
。
 

「
 

,
 



囲圏 全 安 扇年始の顧囲 

ま
す
。
 「胃

腸
疾
患
」
につ
い
て
 
み
ん
な
の
健
康
教
室
 

の
う
そ
で
す
。
体
内
に
吸
収
さ
 
上
た

た
な
け
れ
ば
酒
の
影
響
は
 

れ
た
ア
ル

コ
ー
ル
は
、
 一
定
の
 
な

く
な
ら
な
い
の
で
す
。
 

時
間
、
少
な
く
と
も
九
時
間
以
 

も
し
、
過
去
の
保
険
料
に
納
 
年
問
を

と
お
し
て
聴
講
さ
れ

め
忘
れ
が
あ
る
と
き
は
、
一
一
年
 
た
方
に

は
、
修
了
証
と
記
念
品

前
ま
で
の
分
で
あ
れ
ば
、
社
会
 
を

差
し
上
げ
ま
す
。
 

二
年

続
き
の
農
作
物

災
害
に

対
応
 

中
小
企
業
対
策
特
別
融
資
の
ご
案
内
 

高
が
昭
和
五
十
四
年
度
の
売
上
 
て
一
〇
％
以
上

減
少
し
て
い
る

高
の
八
〇
％
以
下
で
あ
っ
て
、
 

方
、
ま
た
は
最
近
三
カ
月
間
の

か
つ
最
近
三
カ
月
間
の
売
上
高
 

経
常
利
益
が
前
年
同
期
よ
り
ー
ー
 

が
前
年
同
期
に
比
較
し
て
一
〇
 
〇

％
以
上
減
少
し

て
い
る
方
。
 

％
以
上
減
少
し
て
い
る
方
、
ま
 
（

m」
）
売
掛債
権
が
二
百
万
円
以

た
は
最
近
三
カ
月
間
の
売
上
高
 
上

回
収
不
能
（
不
渡
手

形
等
明

が
前
年
同
期
よ
り
二
〇
％
以
上
 
ら
か
に

回
収
不
能
と
な
っ
た
こ

減
少
し
て
い
る
方
。
 

と
を
証
明
で
き
る
場
合
に
限
る

②
昭
和
五
十
五
年
度
の
経
常
 
）
と
な
っ

た
方
。
 

利
益
が
昭
和
五
十
四
年
度
の
経
 
口
保
証
条

件
 

常
利
益
の
八
〇
％
以
下
で
あ
っ
 

爪
」
）
資
金
の
使
途
 

て
、
か
つ
最
近
二
房
月
間
の
経
 
運
転
資
金
 

常
利
益
が
前
年
同
期
に
比
較
し
 
②
保

証
限
度
 

期
間
 
十
二

月
十
七
日

ー
 

一
月
十
日
 

運
動
の
重
点
事

項
 

①
飲
酒
、

暴
走
運
転
の
追
 

放
 ②

子
供
と
老
人
の
交
通
事
 

故
防
止
 

③
踏
切
事
故
防

止
 ⑥

飯
酒
運
転
の

追
放
 

飲
酒
運
転
は
、
 

最
も
悪
質
、
危
険

な
違
反
で
す
。
冬

は
年
末
年
始
な
ど

飲
酒
の
機
会
が
多

く
な
る
た
め
か
、
 

飲
酒
運
転
や
飲
酒
 

運
転
に
よ
る
事
故

が
多
く
な
り
ま
す
。
 

飲
酒
運
転
追
放
運

動
を
み
ん
な
で
強

力
に
展
開
し
ま
し

よ
・フ
。
 

よ
く
一
般
に
は

事
故
を
起
こ
す
の

は
、
酔
っ
ぱ
ら
い
 

運
転
者
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
も
ち
 

ろ
ん
そ
う
で
す
が
、
し
か
し
酒

を
飲
ん
で
も
話
は
し
っ
か
り
し

て
い
る
し
、
足
元
も
乱
れ
て
い

な
い
と
い
う
外
見
的
に
は
 
「
し

ら
ふ
」
 
に見
え
る
人
が
、
実
は

死
亡
事
故
な
ど
重
大
な
事
故
を

起
こ
し
て
い
ま
す
。
 

「
し
ら
ふ
」
に
見
え
る
人
は
、
 

酒
を
飲
ん
で

い
る
こ
と
を
外
見

に
現
わ
さ
な
い
が
、
血
中
の
ア

ル
コ
ー
ル
濃
度
は
非
常

2
高
く

な
っ
て
お
り
、
知
ら
な
い
う
ち

に
一
時
停
止
や
徐
行
を
怠
っ
た

り
、
信
号
を
無
視
し
た
運
転
を

行
い
ま
す
。
 

少
し
で
も
酒
を
飲
め
ば
短
時

間
の
う
ち

に
ア
ル
コ
ー
ル
が
体

内
に
ま
わ
り
、
運
転
す
る
人
に

と
っ
て
危
険
な
状
態
に
な
り
ま

す
。
 一
方
酔
っ
ぱ
ら
い
は
、
「
ち

ょ
っ
と
一
休
み
」
 
ぐら
い
で
は

簡
単
に
さ
め
ま
せ
ん
。
午
後
十

一
時
に
飲
ん
だ
酒
は
翌
朝
八
時

ま
で
残
っ
て
い
ま
す
。
 

よ
く
冷
た
い
水
で
顔
を
洗
え

ば
よ
い
と
か
、
牛
乳
ゃ
お
茶
を

多
く
飲
め
ば
酔
い
が
さ
め
る
と

思
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
が
、

こ
ん
な
こ
と
は
全
く
 

県
と
市
は
、
二
年
続
き
の
農

作
物
災
害
の
影
響
な
ど
に
よ
る

売
上
不
振
等
の
た
め
、
資
金
繰

り
ゃ
収
益
が
悪
化
し
て
い
る
中

小
企
業
の
方
々
に
、
特
別
保
証

融
資
を
実
施
し
ま
す
。
 

ロ
県
全
体
の
融
資
枠
 

三
十
億
円
 

ロ
実
施
期
間
 
十
二
月
二
十

一
日
か
ら
来
年
三
月
三
十

一
日

ま
で
 

ロ
融
資
対
象
者
 

①
昭
和
五
十
五
年
度
の
売
上
 

）
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納
期

は
、
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
ま
だ

納
め
て
い
な
い
人
は
早
め
に
納

め
て
下
さ
い
。
 

保
険
料
を
納
め
忘
れ
ま
す
と

万

一
事
故
が
あ
っ
た
と
き
、
障

害
年
金
や
母
子
年
金
、
遺
児
年

金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
、
「み

ん
な
の
健
康
教
室
」
が
次
の
日

程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

お
気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
「胃
腸
疾

患
」
 
につ
い
て
で
す
。
 
 

保
険
事
務
所
に
納
め
る
こ
と
が
 

で
き
ま
す
。
 

詳
し
い

こ
と
は
、
市
社
会
課
 

・

国
民
年
金
係
に
お
た
ず
ね
下

さ
い
。
 

ロ
と
き
 
十
二
月
二
十
五
ロ
 

（
金
）
午
後
一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階

ホ
ー
ル
 

ロ
主
催
 
北
五
医
師
会
、
五

所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 
 

二
千
万
円
以
内
 

③
保
証
期
間
 

五
年
以
内
 

④
金
利
 

年
率
七

・
二
％
 

⑤
保
証
料
 

県
と
市
が
負
担
す
る
 

ロ
借
入
れ
申
込
み
先
 

取
扱
金
融
機
関
及
び
信
用
保
 

証
協
会
 

ロ
融
資
の
認
定
 

商
工
会
議
所
と
市
で
構
成
す
 

る
認
定
委
員
会
の
認
定
が
必
要
 

で
す
。
早
め
に
申
し
込
ん
で
下
 

さ
い
。
 

詳
し
く
は
、
商
工
会
議
所
か
 

市
商
工
観
光
課
へ
お
問
い
合
わ
 

せ
下
さ
い
。
 

サ
ン

ふ
じ

は

い
か
が
 

五
所
川
原
市
サ
ン
ふ
じ

（無

袋
）
研
究
会
で
は
、
太
陽
を

い

っ
ぱ

い
浴
び
て
育
っ
た
り
ん
ご

を
皆
さ
ん
に
食

べ
て
い
た
だ
く

た
め
、
次
の
日
程
で
展
示
即
売

会
を
開
き
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
市
農
林
課
か
市

農
協
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
十
二
月
二
十
六
日
 

（
土
）
午
前
十
時
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
庁
舎
前

・
お

祭
り
広
場
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忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
国
民
年
金
の
保
険
料
 

昭
和
五
十
六
年

度
第
三
期
分
 
り
か
、

将
来
、
老
齢
年
金
さ
え
 

（
十
月
・
十
一
月
・
十
二
月
分
 
も
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
 

,
 

r
 

広
報
紙
の
早

期
配
布
に
こ

協
力
下

さ
い
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